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ICAソウル大会 発表者募集 

 

発表者の募集について 

 

 今般、第 18回 ICA大会のセッション及びワークショップの発表要旨を募集します。要旨

は、下記のログインボタンからオンラインでご提出下さい。 

 

 

 2016年 ICA ソウル大会プログラム委員会では、これら世界的なテーマについて、ICA の

コミュニティとその関係者が思索を深め、話し合うための刺激剤となる発表を募集します。 

 

 発表への応募にあたり、ICA 会員あるいはアーカイブズや記録管理の分野で働いている必

要はありません。むしろ、ICA のネットワーク外にいる専門家が我々に働きかけ、情報を提

供してくれることを強く勧めるものです。 

 

4 年に一度開催される ICA 大会は、アーカイブズや記録管理といった分野での業務や研究に

ついて、アーキビストや記録管理者、記録管理分野のための国際的なフォーラムで知見を

共有し、発表し、議論するまたとない機会です。発表応募の際には、全ての要件を満たす

ようご留意下さい。2016 年 9 月、ソウルで世界中の同僚に向けて発表を行うのはあなたか

もしれません。 

 

発表応募に関するご質問は、ICA（programme@ica.org）までご連絡下さい。 

 

主要日程 

 

2015年 10月 発表者募集の告知 

2016年 2月 1日（月） 発表要旨の応募締切 

2016年 3月 1日（火） プログラム委員会による発表要旨の選考 

2016年 3月中旬 選考通過者の発表 

2016年 5月 1日（日）   仮プログラムの発表 

2016年 5月 31日（火）   早期割引登録の締切 

2016 年 9 月 5 日（月）～10 日（土） ICA ソウル大会 
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プログラムのテーマ 

 

全体テーマ：「アーカイブズ、調和、友情：グローバル社会における文化的感受性、正義、

連携の確保」 

 

専門家プログラムのテーマ 

1. デジタル時代のレコードキーピング 

2. 協力 

3. 正義、権利擁護、和解における記録及びアーカイブズの利用 

4. グローバルなアーカイブズ界における調和と友情 

5. アーカイブズ文化及び社会における多様性と調和 

6. 韓国のアーカイブズ及び記録管理 

7. 新任専門職 

8. 2012年以降の ICA ネットワークの称賛すべき成果 

 

専門プログラムの構成 

 

 2日分のワークショップ・セッション（大会プログラムの初日と最終日） 

 3日間の発表セッション――各日とも、基調講演を行う全体セッションの後、8つの

分科会が同時並行で開催され、その日の議論を報告する全体総括セッションで終了。 

 

セッションの種類 

 

 論文発表：発表（20～30分）と質疑（10～15分）の計 45分 

 パネル：内容的に繋がりのある発表（最大 3 つ、各 20 分）と質疑等（30 分）の計

90分 

 質疑応答パネル：4～6 名のパネリストが、与えられたテーマに関係する様々な理論

や視点について形式張らずに話し合う 45 分の対話式パネル（各パネリストの持ち時

間は 5分）。聴衆の参加が推奨される。 

 ワークショップ（全日）：最大 30 名を対象とした、90 分×3 又は 4 の研修セッショ

ン（6時間） 

 ワークショップ（半日）：最大 30名を対象とした、90分×2の研修セッション（3時

間） 

 ポスター発表：研究計画や業務上のプロジェクト等について概説した最新情報や報

告書といった、テキストと画像を組み合わせた視覚的に興味を引く発表。質疑（2～

3分）を含む計 10分。 

 その他（奇抜な提案を求む！） 

 

ただし、バランスの取れたプログラムとするため、大会プログラム委員会から発表形式の

変更を求められる場合があります。 
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発表の選考基準 

 

専門家にとって魅力的かつ興味深いプログラムとするため、大会プログラム委員会が望ま

しいとする発表提案は以下のとおりです。 

 

 大会のテーマや専門家プログラムのテーマとの関わりが明確であるもの（必須） 

 ICA の機関や会員による発表 

 具体的な問題に対する実務的アプローチを示したもの 

 聴衆を引き込み、双方向性を助長するもの 

 専門性の向上に資するもの 

 ICA の戦略的方向性を実行し、戦略的目標を達成する一助となるもの 

 国際的な関心事項 

 アーカイブズ領域の理論や実務に対し、独自の又は革新的な貢献を成すもの 

 

専門性の向上を促し、関与を深め、この職業の現状や将来的なニーズについて世代間の対

話を呼び起こすため、若手専門職からの発表提案をとりわけ勧めるものです。 

 

応募方法 

 

 応募はオンラインでのみ受け付けています。応募に先立ち、アカウントを作成する

必要があります。 

 発表要旨は、アラビア語、中国語、英語、フランス語、韓国語、ロシア語、スペイ

ン語で応募することができます。二人以上のプログラム委員会委員が理解しない言

語での応募があった場合には、発表のタイトル及び要旨並びに略歴の翻訳（英語又

はフランス語）を提出するよう求められる場合があります。 

 応募にあたって ICA 会員である必要はありませんが、会員には様々なメリットがあ

ります。 

 セッションの種類については、上記をご参照下さい。 

 略歴（資格、経験、職務経歴及び／又は関心事項を含む）は 300 語以内に収めるこ

と。 

 発表要旨は 500語以内に収めること。 

 注記は 300語以内に収めること。 

 発表提案を 2 件以上応募することができますが、各提案は別個にオンラインで提出

することになります。 

 発表提案を提出した場合、応募者は応募条件と提案の受理に係る規約に同意したも

のとみなされます。 

 

 

 

 

http://www.ica.org/108/our-members-membership/ourmembers-membership.html
http://submit.ica2016.com/acceptance.html

